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っ
て
組
み
写
真
に
し
た
の
が
成

功
し
ま
し
た
。
被
写
体
と
な
っ

た
ト
ラ
ク
タ
ー
や
稲
、
ハ
ウ

ス
、
肥
料
と
全
て
が
農
民
の
生

活
の
糧
で
す
。
無
残
な
糧
の
姿

に
、
単
な
る
報
道
で
は
な
く
、

農
民
の
気
持
ち
ま
で
も
伝
え
る

と
い
う
、
撮
影
時
の
強
い
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
作
者
の

視
点
の
勝
利
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

金
賞
「
川
は
流
れ
る
」
長
浦

敏
雄
（
長
崎
県
）

　

夏
草
で
覆
わ
れ
た
川
の
清
掃

作
業
、
こ
れ
を
怠
る
と
春
先
の

農
作
業
に
支
障
が
で
ま
す
。
農

村
が
共
同
体
と
し
て
発
展
し
て

き
た
一
つ
の
証
し
で
す
。
ハ
イ

ア
ン
グ
ル
で
人
物
の
動
き
を
し

っ
か
り
と
捉
え
、
画
面
構
成
し

て
い
ま
す
。
吊つ

り
下
げ
る
準
備

を
す
る
人
、
最
後
尾
の
ス
コ
ッ

プ
を
持
つ
人
物
、
い
ず
れ
も
効

果
的
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

銀
賞
「
田
植
え
」
古
屋
治

（
長
野
県
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
、
今
に
も
落
ち

そ
う
な
姿
に
驚
き
で
す
。
家
族

が
多
く
機
械
化
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
一
昔
前
で
は
、
当
た
り

前
の
田
植
え
風
景
で
し
た
。
し

か
し
、
時
代
が
変
わ
り
、
若
夫

婦
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、

な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
情
景
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時

か
ら
農
民
は
み
な
働
き
者
な
の

で
す
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

第4 3回「新・日本の農村」写真コンテスト 入選者
賞 氏　名 県　名 画　題

最優秀賞 有田　　勉 岩手県 台風1 0号岩手に上陸（4枚組み）
金賞 長浦　敏雄 長崎県 川は流れる
銀賞 古屋　　治 長野県 田植え
銀賞 石川　賢一 高知県 ハレの日の雨（4枚組み）
銅賞 村上　利行 岩手県 一緒に帰ろっ
銅賞 伊藤　孝司 三重県 大根飛ぶ
銅賞 谷中よしお 和歌山県 梅花咲く
銅賞 川﨑　信義 長崎県 ほほえみ
佳作 国岡　洋一 北海道 ブラックアンドホワイトショー（3枚組み）
佳作 出口　博司 北海道 突然の春雪
佳作 保田　基希 北海道 子牛と子猫の会話
佳作 澤口　健治 岩手県 春の水辺
佳作 村上　吉秋 岩手県 田んぼでポーズ（4枚組み）
佳作 中村　邦夫 福島県 田んぼアートの見学
佳作 安部　　武 群馬県 婆やの手伝い
佳作 道信タケオ 東京都 里の息吹き（4枚組み）
佳作 深野　達也 和歌山県 静かな農村（5枚組み）
佳作 田中　作夫 島根県 秋のおとずれ
佳作 樋口　琢哉 山口県 鍬もばあちゃんも現役
佳作 村田　利子 山口県 絆
佳作 殿川いづみ 徳島県 今日の収穫
佳作 森江　　正 香川県 農の原風景を今に
佳作 仲川　幸延 愛媛県 山の幸　海の幸
佳作 安岡　清助 愛媛県 夕日と光に染まる
佳作 雪本　信彰 高知県 どろんこ像？
佳作 後田　ゆみ 長崎県 おおきくなったら　のりたいなぁ
佳作 吉田　文子 長崎県 みごとに豊作
佳作 竹尾　康男 宮崎県 いも掘り

ま
せ
ん
。
金
賞
、
銀
賞
に
輝
い

た
作
品
は
、
捉
え
方
に
差
が
あ

り
な
が
ら
も
時
代
性
を
感
じ
さ

せ
て
い
ま
す
。
今
年
は
平
成
最

後
の
年
で
す
。
ま
さ
に
時
代
性

が
際
立
ち
ま
す
。

個
別
評

　

最
優
秀
賞
「
台
風
10
号
岩
手

に
上
陸
」
（
４
枚
組
み
）
有
田

勉
（
岩
手
県
）

　

台
風
の
被
害
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
農
家
や
農
業
に
絞

　

銀
賞
「
ハ
レ
の
日
の
雨
」

（
４
枚
組
み
）
石
川
賢
一
（
高

知
県
）

　

せ
っ
か
く
の
祭
り
の
当
日
に

雨
が
降
る
な
ん
て
、
子
供
も
大

人
も
祭
り
の
獅
子
も
み
ん
な
が

っ
か
り
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が

４
枚
の
中
に
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
と
ラ
ス
ト
を
雨
と

人
物
の
情
景
に
し
、
中
を
獅
子

と
子
供
の
ア
ッ
プ
で
構
成
し
た

た
め
、
全
体
が
情
緒
に
流
さ
れ

な
い
で
強
い
作
品
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

銅
賞
「
一
緒
に
帰
ろ
っ
」
村

上
利
行
（
岩
手
県
）

　

い
か
に
も
青
春
の
一
ペ
ー
ジ

で
す
。
や
ら
せ
か
演
出
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が
微ほ

ほ

笑え

み

た
く
な
る
写
真
で
す
。
特
に
、

女
性
の
勢
い
よ
く
走
り
込
ん
で

く
る
姿
が
、
よ
く
で
き
た
映
画

の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
で
、
ザ

ッ
ク
や
お
も
ち
ゃ
が
浮
き
、
こ

こ
で
「
は
い
Ｏ
Ｋ
」
の
声
が
か

か
り
そ
う
で
、
ス
ナ
ッ
プ
な
ら

神
業
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

銅
賞
「
大
根
飛
ぶ
」
伊
藤
孝

司
（
三
重
県
）

　

大
根
干
し
は
昔
か
ら
重
労
働

で
す
。
そ
れ
を
干
し
台
の
上
か

ら
の
目
線
で
見
る
こ
と
で
、
全

員
の
働
き
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
俯ふ

瞰か
ん

し
た
カ
メ
ラ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
人
物
４
人
の
動
作
や

表
情
を
観
察
す
る
の
に
最
適
で

す
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
絶
妙
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

銅
賞
「
梅
花
咲
く
」
谷
中
よ

し
お
（
和
歌
山
県
）

　

梅
林
の
側
面
を
が
っ
さ
と
削

っ
た
が
け
崩
れ
。
そ
の
現
場
に

も
季
節
が
廻ま

わ

り
、
何
事
も
無
か

っ
た
か
の
よ
う
に
梅
は
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
荒
々
し
い
崩

落
の
痕
跡
と
、
土
砂
と
共
に
落

ち
た
場
所
で
美
し
い
花
を
咲
か

せ
た
梅
の
木
の
生
命
力
に
、
自

然
の
凄す

ご

さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
満
開
の
梅
林
の
美

し
い
こ
と
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

銅
賞
「
ほ
ほ
え
み
」
川
﨑
信

義
（
長
崎
県
）

　

「
ほ
ほ
え
み
」
と
い
う
よ
り

は
「
満
面
の
笑
み
」
と
い
う
笑

顔
で
す
。
こ
の
笑
顔
の
中
に
長

い
人
生
の
す
べ
て
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
崖
に
寄
り

か
か
っ
た
自
然
な
立
ち
姿
、
そ

し
て
帽
子
や
ひ
も
で
結
ん
だ
長

靴
ま
で
す
べ
て
が
、
彼
女
の
人

柄
を
表
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
な
ど
で
す
。

数
年
前
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
優

秀
作
品
40
年
間
分
を
一
堂
に
並

べ
て
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
見
事
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
特
徴
や
変
化
を
捉
え
記
録
し

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
あ

り
、
意
味
合
い
で
し
た
。

　

今
年
の
特
徴
は
、
日
本
列
島

を
席
巻
し
た
異
常
気
象
で
す
。

農
村
や
農
家
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
異
常
気
象
を
避
け
て
、

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
成
り
立
ち

写
真
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
作

品
に
マ
ン
ネ
リ
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
主
題

で
あ
る
「
新
・
日
本
の
農
村
」

と
い
う
意
味
の
解
釈
に
、
変
化

が
表
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

「
新
」
は
、
新
し
い
と
同
時

に
、
「
今
」
と
い
う
時
代
性
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
時
代
性
と

は
、
特
定
の
時
代
を
表
し
た

り
、
象
徴
す
る
出
来
事
を
言
い

ま
す
。
そ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た

と
か
、
あ
の
事
が
タ
ー
ニ
ン
グ

総
評

　

応
募
総
数
が
９
０
０
点
を
超

え
、
審
査
会
場
い
っ
ぱ
い
に
壮

観
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
作
品
が

並
び
ま
し
た
。
審
査
す
る
者
と

し
て
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
徴
は
、
多
様
化
す

る
テ
ー
マ
を
表
現
す
る
た
め
の

手
法
と
し
て
の
組
み
写
真
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
棚
田

や
祭
り
な
ど
、
従
来
か
ら
農
村

「
台
風
1 0
号
岩
手
に
上
陸
」（
４
枚
組
み
）

有
田
勉
さ
ん
岩
手
県
宮
古
市

「
川
は
流
れ
る
」

長
浦
敏
雄
さ
ん
長
崎
県
佐
世
保
市

審
査
講
評

尾
辻
弥
寿
雄
日
本
写
真
家
協
会
会
員

日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
会
員
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現
代
の
農
業
、
農
村
で
の
暮

ら
し
、
明
る
く
楽
し
い
事
情
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
農
業
共
済
新

聞
が
主
催
す
る
、
第
43
回
「
新

・
日
本
の
農
村
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
会
（
審
査
委
員
長

・
尾
辻
弥
寿
雄
＝
日
本
写
真
家

協
会
会
員
、
日
本
リ
ア
リ
ズ
ム

写
真
家
集
団
会
員
）
が
こ
の
ほ

ど
開
か
れ
、
各
賞
の
受
賞
作
品

が
決
定
し
た
。
応
募
総
数
９
５

３
点
（
応
募
者
数
２
７
７
人
）

の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
（
賞
金

10
万
円
と
盾
）
に
は
有
田
勉
さ

ん
（
岩
手
県
）
の
「
台
風
10
号

岩
手
に
上
陸
」（
４
枚
組
み
）

が
受
賞
し
た
。
金
賞
（
賞
金
５

万
円
と
盾
）
は
長
浦
敏
雄
さ
ん

（
長
崎
県
）の
「
川
は
流
れ
る
」

に
決
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
銀

賞
２
点（
賞
金
３
万
円
と
盾
）、

銅
賞
４
点
（
賞
金
１
万
円
と

盾
）、
佳
作
20
点
（
記
念
品
）

も
決
定
し
た
。
最
優
秀
賞
か
ら

銅
賞
ま
で
の
各
賞
の
受
賞
作
品

を
掲
載
す
る
。

第
4 3
回「
新
・
日
本
の
農
村
」写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「田植え」
古屋 治さん 長野県下諏訪町

「
ハ
レ
の
日
の
雨
」（
４
枚
組
み
）

石
川
賢
一
さ
ん
高
知
県
高
知
市

「ほほえみ」
川﨑 信義さん
長崎県佐世保市

「大根飛ぶ」
伊藤 孝司さん
三重県四日市市

「一緒に帰ろっ」
村上 利行さん
岩手県盛岡市

「梅花咲く」
谷中 よしおさん
和歌山県田辺市


